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講座風景

ブース出展

四
国
建
設
広
報
協
議
会
：
四
国
地
整
を

は
じ
め
四
国
４
県
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
、

N
E
X
C
O
四
国
支
社
、P
C
建
協
四
国

支
部
な
ど
の
２５
団
体
で
構
成

特
別
共
催
：
土
木
学
会　
　

共
催
：
高
松
市
、四
国
運
輸
局
、四
国
内

の
大
学
・
高
専
な
ど
１６
団
体

※
１

※
2

公表箇所

講義風景

足柄大橋の現地にて

「注目技術賞」優秀賞

金
沢
大
学
で
Ｐ
Ｃ
の
特
別
講
座
が

開
催
さ
れ
る

　　

平
成
26
年
10
月
に
金
沢
大
学
で
Ｐ
Ｃ
特

別
講
座
が
２
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
回
の
15
日
は
理
工
学
環
境
デ
ザ
イ
ン

学
類
の
３
年
生
70
名
で
Ｐ
Ｃ
技
術
に
対
す

る
興
味
を
引
き
起
こ
す
こ
と
を
目
的
に
Ｐ

Ｃ
の
歴
史
や
最
新
技
術
、Ｐ
Ｃ
の
原
理
、架

設
工
法
の
事
例
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

２
回
目
の
20
日
は
大
学
院
自
然
科
学
研

究
課
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
専
攻
の
１
年
生
７

名
で
専
門
性
の
高
い
講
義
内
容
と
し
、優
れ

た
耐
久
性
を
発
揮
し
て
い
る
Ｐ
Ｃ
橋
の
紹

介
や
早
期
に
劣
化
を
生
じ
た
事
例
の
紹
介
、

グ
ラ
ウ
ト
の
調
査
方
法
・
効
果
的
な
再
充

填
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

く
ら
し
と
技
術
の
建
設
フ
ェ
ア
四
国

２
０
１
４
が
開
催
さ
れ
る

　　

全
国
各
地
で
色
々
な
建
設
フ
ェ
ア
が
開

催
さ
れ
て
い
る
な
か
、平
成
26
年
10
月
10
日
、

11
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、香
川
県
高
松
市

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
他
に
て
建
設
フ
ェ
ア
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
目
的
は
新
工
法
な
ど
の
建
設
技
術
や

研
究
成
果
等
に
つ
い
て
、
産
・
学
・
官
が
共

有
す
る
と
と
も
に
、
市
民
に
向
け
て
発
信

し
、く
ら
し
と
建
設
技
術
の
深
い
関
わ
り
を

P
R
す
る
こ
と
で
す
。

　

主
催
は
四
国
建
設
広
報
協
議
会（
※
１
）
と
、

特
別
共
催
・
共
催（
※
２
）
の
各
団
体
。
四
国

で
は
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、天
候
に
も
恵

ま
れ
６
８
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

P
C
建
協
ブ
ー
ス
で
は
、パ
ネ
ル
展
示
と

橋
梁
点
検
ロ
ボ
ッ
ト
カ
メ
ラ
の
説
明
、P
C

板
の
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、初
め
て
ブ
ー
ス
コ
ン
テ
ス
ト
が
行

わ
れ
、「
注
目
技
術
賞
」
優
秀
賞
に「
橋
梁

点
検
ロ
ボ
ッ
ト
カ
メ
ラ
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。

第
23
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
発
展
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
開
催
さ
れ
る

　

平
成
26
年
10
月
23
、
24
日
に
岩
手
県

盛
岡
市
の
い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ
ン

タ
ー「
ア
イ
ー
ナ
」
お
よ
び
盛
岡
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー「
マ
リ
オ
ス
」に
て
、「
第
23
回

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
発
展

に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
P
C
工
学

会
主
催
・
P
C
建
協
後
援
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
2
日
間
で
講
演
者
や
技
術
展

示
参
加
者
、一
般
参
加
者
等
を
合
わ
せ
て

6
0
0
名
余（
昨
年
に
比
べ
約
1
0
0
名

増
）が
来
場
し
、特
別
講
演
会
を
は
じ
め
4

つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
会
場
で
1
5
5
編
の
一
般

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

P
C
建
協
の
ブ
ー
ス
で
は
、
東
北
地
方

の
P
C
の
主
要
事
業
と
し
て
７
橋
の
パ
ネ

ル
と
人
工
地
盤
模
型
の
展
示
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

23
日
に
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡

ニ
ュ
ー
ウ
ィ
ン
グ
に
て
開
催
さ
れ
た
懇
親
会

に
は
、総
勢
約
5
0
0
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

大
規
模
更
新
工
事
の
第
一
弾
の
全
貌

が
明
ら
か
に
な
る

　

首
都
高
速
道
路（
株
）は
、
平
成
26
年
12

月
１
日
に
高
速
1
号
羽
田
線（
東
品
川
桟

橋
・
鮫
洲
埋
立
部
）の
更
新
工
事
に
つ
い
て
、

契
約
手
続
の
参
加
希
望
者
を
対
象
に
基

本
的
な
工
事
条
件
や
契
約
手
続
の
案
を

し
た
。

　

午
前
中
は
庁
舎
大
会
議
室
に
て
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
橋
の
概
要
、
点
検
ポ
イ
ン
ト
、

補
修
・
補
強
事
例
、
足
柄
大
橋
の
構
造
概

要
に
つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
足
柄
大
橋
の
現
地
に
移

動
し
て
模
擬
点
検
講
習
が
実
施
さ
れ
、
桁

下
や
橋
面
を
目
視
し
な
が
ら
実
際
に
点

検
ポ
イ
ン
ト
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
庁
舎
大
会
議
室
に
戻
り
、
点
検

ポ
イ
ン
ト
の
復
習
を
３
択
問
題
形
式
で

行
い
、講
習
が
終
了
し
ま
し
た
。

公
表
し
ま
し
た（
国
土
交
通
大
臣
は
11
月

20
日
付
で
事
業
の
実
施
を
道
路
整
備
特

別
措
置
法
に
基
づ
き
許
可
）。

　

当
工
事
は
、
限
ら
れ
た
施
工
ヤ
ー
ド
内

で
高
速
道
路
の
通
行
止
め
等
を
可
能
な

限
り
回
避
し
な
が
ら
、
早
期
に
更
新
す
る

非
常
に
難
度
の
高
い
工
事
で
、
民
間
企
業

の
高
度
な
技
術
力
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

神
奈
川
県
で﹁
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
﹂

が
開
催
さ
れ
る

　

平
成
26
年
11
月
21
日
に
神
奈
川
県
足

柄
上
合
同
庁
舎
で
、「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研

修
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
県

の
技
術
職
員
28
名
で
、
Ｐ
Ｃ
建
協
関
東

支
部
技
術
部
会
か
ら
講
師
を
派
遣
し
ま

設
計
技
術
者
の
た
め
の
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
講
座
が
開
催
さ
れ
る

　　
（
一
社
）建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
九
州

支
部
で
、
平
成
26
年
10
月
17
日
に
設
計
技

術
者
の
た
め
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
講
座
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
講
座
は
、
実
務
経
験
10
年
程
度
の
技

術
者
を
対
象
に
、人
材
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
育

成
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、Ｐ
Ｃ
建
協
等
か

ら
講
師
を
派
遣
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

東品川桟橋部
鮫洲護岸埋立部
（１号羽田線）

戸越

大井

池尻

一ノ橋

谷町

三宅坂
竹橋

箱崎

有明

辰巳

昭和島
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